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第
一
回
高
齢
者
と
子
供
の
集
い
か
ら



白百周匝
昭和61年度一般会計予算10.4%増、
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口厳しさ乗り越えた活力ある岡づくり計画コ

ア
ブ
ラ
ム
ン
駆
除
等
を
継
続
実
施
す

守
会
。

新
林
構
事
業
は
、
森
林
組
合
が
事

業
主
体
と
な
っ
て
協
業
生
産
促
進
事

業
や
樹
首
生
産
施
設
整
備
事
業
を
実

施
す
る
。

林
道
事
業
は
、
峰
越
林
道
奥
山
線
、

広
域
基
幹
林
道
、
種
川
l
美
利
河
的
献

が
迅
の
過
疎
代
行
継
続
事
業
と
し
て

実
施
さ
れ
、
新
規
に
小
照
的
制
普
通
林

道
開
設
事
業
を
計
同
し
て
い
る
。

@
土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、
国

営
北
楠
山
右
岸
か
ん
ば
い
事
業
は
、

日
億
2
千
万
円
の
事
業
費
で
神
丘
幹

線
用
排
水
路
、
鈴
問
幹
線
用
水
路
、

均
水
機
場
周
辺
技
術
等
が
実
施
計
画

と
な
っ
た
。

悶
山
首
今
金
東
部
地
区
民
地
開
発
事

業
は
、
事
業
費
4
佑

2
千
万
円
、
附

畑山判、

7
M
、
支
線
農
道

5
0
0
m
等

が
計
画
と
な
っ
た
。

道
滋
事
業
は
、
卒
業
費
日
億
5
千

1
0
0
万
円
で
継
続
実
施
中
の
鈴
金

地
区
民
免
農
道
改
良
的
問
、
舗
装
I
、

1
5
0
m
、
第
2
白
石
地
区
基
幹
政

道
舗
装
4
1
0
m
、
花
石
地
区
開
拓

地
道
路
改
良
5
9
0
m
、
舗
装
1
、2

0

o

m
金
又
地
区
過
疎
基
幹
炭
道

改
良

4
5
0
m
、
初
岡
地
区
山
村
基

幹
農
道
改
良
2
0
0
m
、
下
盟
国
、

八
鈴
地
区
制
水
対
策
判
別
事
業
1
‘
5

4
7
m
、
更
に
は
神
丘
地
区
畑
地
帯

総
合
土
地
改
良
、
白
石
地
区
土
地
改

美
利
河
温
泉
宿
泊
施
設
の
整
備
・
美
利
河
ス
キ
ー
場
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

( 2 ) 

土
づ
く
り
緑
肥
鍬
込
み
等
の
助
成
・
黒
毛
和
種
肉
用
牛
の
追
加
導
入
計
画
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昭
和
白
年
第
一
回
定
例
町
議
会
が

3
月
凶
日

1
2
日
ま
で
を

会
期
と
し
て
、
町
政
執
行
方
針
を
始
的
、
町
教
育
行
政
執
行
方

針
・
予
算
・
条
例
、
一
般
質
問
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た

陳
情
等
の
審
査
報
告
、
新
た
に
提
案
さ
れ
た
陳
情
や
請
願
等
、

犯
件
が
審
議
さ
れ
た
。
(
詳
細
に
つ
い
て
は
、
議
会
た
よ
り
に
て

掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。)
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郷
土
の
発
展
を
日
指
し
、
町
民
の

生
活
向
上
と
自
治
振
興
の
も
と
に
経

世
の
節
減
、
合
理
化
を
基
本
と
し
て

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
質
的
な
充
実

を
配
な
し
て
き
た
。

事
業
実
施
に
つ
い
て
は
凶
年
度

に
お
い
て

1
ヵ
年
の
計
画
を
策
定
、

こ
の
計
画
に
基
ワ
き
実
施
し
て
い
る
。

し
か
し
、
時
代
の
変
化
、
国
や
逃
の

財
政
的
事
引
か
ら
変
化
が
伴
い
、
町

は一
戸一
ヵ
年
毎
に
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
に

よ
り
社
同
を
変
更
、
見
直
し
を
し
て

い?令。本
年
度
の
予
算
編
成
は
、
厳
し
い

地
方
財
政
的
引
状
を
認
識
し
な
が
旬
、

町
経
済
同
活
性
化
、
振
興
を
凶
る
た

め
備
荒
資
金
組
合
柿
立
金
田
百

M
川

を
取
り
く
ず
し
て
、
活
力
あ
る
町
づ

• • 

良
総
合
整
備
、
八
京
地
区
ほ
場
強
備

卒
業
等
も
年
次
計
同
に
基
づ
き
務
備

す
る
こ
と
に
主
っ
た
。

特
に
、
別
、
同
年
度
実
施
の
凹
代
、

金
原
地
区
民
地
開
発
事
業
は
、

一
部

を
八
束
地
区
簡
易
水
道
事
業
と
の
合

併
施
工
を
は
か
り
本
年
度
を
も
っ
て

事
業
完
了
の
予
定
で
す
。

多
年
要
望
の
川
遊
光
台
線
の
整
備

は
光
台
地
区
民
免
山
道
整
備
事
業

と
し
て
新
規
採
択
と
な
り
、
本
年
度

実
施
測
量
設
計
す
る
、」
と
に
し
た
。

間
体
営
事
業
は
、
青
木
地
区
民
道

舗
装
4
8
0
m
、
稲
松
地
区
外
3
地

区
の
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
水

路
工
2
、
0
6
9
m
新
規
採
択
の
北

鈴
金
、
南
団
代
地
区
の
小
規
模
胡
水

対
策
特
別
事
業
は
、
事
業
自
の

一
部

を
助
成
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

。
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
は
、
継

続
調
査
中
の
美
利
河
、
宮
島
地
区
は

本
年
度
調
査
完
了
し
、
こ
れ
を
も
っ

て
調
査
計
画
区
域
す
べ
て
が
完
了
の

運
び
と
な
っ
た
。

。
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
厳

し
い
経
済
不
況
の
な
か
で
腕
口
力
は

低
迷
し
て
い
る
。
小
規
模
経
営
者
の

多
い
本
町
と
し
て
は
商
工
会
の
適
確

な
る
経
営
指
導
を
期
待
す
る
。

こ
れ
が
た
め
に
前
年
同
様
、
商
工

会
育
成
に
助
成
し
、
引
続
き
中
小
企

業
融
資
貸
付
を
実
施
す
る
。

地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
地

く
り
に
努
力
、

予
算
編
成
を
し
た

産
業
の
日

L

本
川
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
り
、

農
業
の
発
展
な
く
し
て
町
の
発
展
は

望
め
な
い
。

今
後
の
民
業
振
興
を
図
る
に
、
前

年
度
を
目
線
に
「
今
金
川
底
業
振
興

A
凶
L

を
農
業
関
係
機
関
の
協
力
を

得
な
が
ら
策
定
し
て
い
る
。

食
用
問
鈴
し
ょ
の
作
刊
に
か
か
る

極

f
の
完
全
更
新
を
閃
る
た
め
に
、

同
イ
代
を
川
と
民
協
が
そ
れ
ぞ
れ
4

分
の

l
を
助
成
す
る
。

更
に
、
各
極
資
全
の
利
子
補
給
、

域
特
産
品
生
産
セ
ン
タ
を
建
設
、

4
月
よ
り
創
業
の
述
び
と
な
っ
た
。

今
後
、
生
産
組
合
に
お
い
て
創
立
と

工
夫
を
こ
ら
し
、
製
品
技
術
の
聞
発

を
推
進
、
地
場
産
業
の
振
興
を
図
る

た
め
に
育
成
助
成
措
置
を
桃
じ
た
。

@
観
光
対
策
に
つ
い
て
は
、
美
利
河

楓
泉
宿
泊
施
設
の
建
設
、
住
民
の

憩
い
の
場
ま
た
は
、
観
光
施
設
と
し

て
、
効
果
あ
る
も
の
に
し
た
い
。

ま
た
、
産
業
ま
つ
り
、
古
ま
つ
り

等
に
助
成
し
、
地
域
活
性
化
を
更
に

推
進
し
た
い
。コ一一一一一一七

社
会
楠
祉
協
議
会
を
軸
と
し
た
民

間
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
、
行

政
機
関
と
有
機
的
な
述
防
を
も
ち
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
強
化
を
は
か

'o
。高

齢
化
社
会
に
あ
っ
て
は
、
痴
呆

性
老
人
や
一
人
暮
し
の
老
人
、
寝
た

き
り
老
人
の
介
護
、
老
人
家
庭
の
事

故
防
止
の
た
め
に
ン
ル
パ

l
ホ
ン
を

却
台
設
置
す
る
。

健
康
保
持
に
つ
い
て
は
、
健
康
は

自
ら
が
守
る
も
の
で
あ
る
が
、
健
康

診
査
、
健
康
教
育
の
機
会
利
問
、
健

康
管
理
に
対
す
る
知
識
や
技
術
を
高

め
る
。

土
っ
く
り
の
た
め
に
緑
肥
鍬
込
、
心

土
破
砕
、
石
れ
き
除
去
事
業
や
良
質

米
生
産
対
策
事
業
、
野
菜
価
絡
安
定

推
進
事
業
に
つ
い
て
も
助
成
す
る
。

@
畜
産
事
業
に
つ
い
て
は
、
一
品
泌
乳

午
の
飼
長
に
よ
る
良
質
粗
飼
料
の
生

産
奨
励
と
自
給
率
の
向
上
を

U
的
に
、

而
た
ん
白
組
飼
料
(
ル

l
サ
ン
)
純

情
奨
励
事
業
に
、
町
と
民
協
が
事
業

費
の

3
分
の

l
を
助
成
す
る
。

閉
山
年
度
よ
り
4
ヵ
年
刊
川
画
で
導
入

し
た
烈
毛
利
極
肉
問
牛
は
、
計
画
を

上
ま
わ
っ
て
終
了
し
た
が
咋
午
の
生

乳
の
生
産
調
整
や
養
豚
及
び
馬
産
の

伸
び
悩
み
と
な
っ
て
い
る
。
肉
川
牛

に
つ
い
て
は
、
引
年
度
以
降
に
つ
い

て
も
導
入
袋
約
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ

い
て
産
業
振
興
会
議
や
産
法
委
円
以
会

に
て
検
討
し
た
い
。

。
山
村
振
興
事
業
に
つ
い
て
は
、
林

椛
事
業
と
併
せ
事
業
で
実
施
す
る
計

画
で
あ
っ
た
が
、
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ

別
査
絡
み
か
ら
間
有
林
を
活
用
し
た

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
施
設
の
実
施
は
基

地
、
広
場
等
の
計
同
内
容
が
変
更
と

在
る
こ
と
か
ら
診
断
委
託
、
日
出
年
度

か
ら
施
行
す
る
こ
と
に
主
っ
た
。

• • 
在
宅
障
害
者
に
対
す
る
訪
問
サ
ー

ビ
ス
、
健
康
相
談
、
家
族
へ
の
指
導

や
研
修
、
医
師
に
よ
る
直
接
指
導
、

施
設
収
容
に
必
要
な
緩
設
を
凶
る
。

児
童
相
祉
と
母
子
家
庭
に
つ
い
て

は
、
乳
幼
児
、
児
童
の
保
育
情
置
や

遊
園
地
等
の
整
備
充
実
を
は
か
り
、

親
が
安
心
し
て
労
働
や
祉
会
参
加
が

で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。

保
健
衛
生
に
つ
い
て
は
、
妊
産
婦

と
乳
幼
児
の
健
康
診
査
、
炊
病
予
防
、

保
健
相
談
等
の
事
業
実
施
、
克
に
は

成
人
病
や
難
病
、
う
歯
の
早
期
発
見

と
治
療
を
凶
る
。
ま
た
、
保
健
医
療

協
議
会
、
保
健
推
進
民
の
協
力
を
得

な
が
ら
取
り
進
め
る
。
保
健
事
業
は
、

諸
条
件
の
整
備
計
画
と
相
ま
っ
て
保

健
婦
の
増
円
以
確
保
す
べ
く
引
幽
中
で

あ
る
。

。
国
鉄
瀬
棚
線
に
つ
い
て
は
、
道
あ

る
い
は
企
業
の
参
加
が
な
い
こ
と
、

第
三
セ
ク
タ
ー
も
考
、
え
ら
れ
な
い
こ

と
の
結
論
、
パ
ス
転
換
に
よ
る
こ
と

が
最
も
効
率
的
で
あ
る
と
の
決
定
、

表
明
し
た
。

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
パ

ス
輸
送
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
地

域
の
諸
問
題
を
各
関
係
機
関
と
強
力

に
要
約
し
、
地
域
交
通
の
確
保
、
輸

送
の
効
率
化
に
配
慮
、
れ
ス
輸
送
を

長
期
的
、
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
策
定
に
望
み
た
い
。

。
消
防
対
策
に
つ
い
て
は
火
災
子

。
地
域
農
政
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、

地
域
政
業
集
団
活
動
促
進
事
業
を
中

心
に
航
極
的
に
推
進
、
農
用
地
利
用

改
長
団
体
お
団
体
の
活
動
促
進
を

図
り
た
い
。

@
水
田
利
用
再
編
対
策
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
か
第
三
則
対
策
の
最
終
年
と

な
り
ま
す
。
本
町
の
転
作
等
の
白
紙

面
約
配
分
は
、
ー
、

1
1
6
M
一川
年
対

比
M
M
m、
1
2
8
、
9
9
2
依
と
な

っ
た
。門

出
年
度
以
降
の
対
策
は
決
定
さ
れ

て
い
な
い
が
、
新
聞
報
道
乍
に
よ
る

と
、
死
に
増
加
が
比
込
ま
れ
て
い
る
。

寸
ポ
ス
ト
=
期
対
策
的
減
反
配
分
で

は
全
同
の
稲
作
成
民
向
公
平
な
分
担

と
す
る
こ
と
U

を
基
本
に
。
傾
斜
配

分
を
是
一止
し
、
全
国

一
伴
の
配
分
と

す
る
。
。
よ
う
に
と
行
政
、
段
業
団

体
な
ど
が

一
同
と
な
っ
て
国
に
要
約

し
て
い
る
。

。
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
不
在

村
者
所
有
に
係
る
経
常
促
進
対
策
卒

業
は
印
咋
皮
で
道
補
助
が
打
切
り
と

な
っ
た
。

川
有
林
の
造
林
事
業
は
、
新
u
m
m
、

5
M
を
主
体
に
下
刈
、
野
そ
駆
除

防
に
重
内
、
を
お
き
、
消
防
団
と
深
い

連
携
を
図
り
な
が
ら
装
備
並
び
に
施

設
の
整
備
充
実
に
努
め
る
。
告
た
、

救
急
活
動
に
つ
い
て
も
迅
速
か
つ
安

全
に
万
全
を
則
し
た
い
。

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
小
型
動

力
ポ
ン
プ
付
ホ
柑
車
の
導
入
、
格
納

庫
の
新
築
、
防
火
水
槽
の
建
設
を
計

画
し
て
い
る
。

@
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
人

命
掠
重
の
立
場
か
ら
関
係
機
関
と
の

協
力
を
併
な
が
ら
巡
転
者
教
育
、
歩

行
者
の
交
通
安
全
知
識
の
市
協
を
図

る
。
特
に
、
子
供
と
老
人
の
交
通
事

故
防
止
に
努
め
る
。

。
町
道
の
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、

通
学
路
と
し
て
整
備
要
望
が
あ
っ
た

南
栄
線
延
長
3
8
0
m
が
新
規
採
択
、

継
続
実
施
中
の
盟
国
線
改
良
事
業
、

八
東
高
台
線
改
良
事
業
を
今
年
度
も

実
施
す
る
。

代
行
事
業
の
稲
穂
改
良
卒
業
も
引

続
き
実
施
と
な
っ
た
。
舗
装
工
事
に

つ
い
て
は
、
継
続
事
業
と
し
て
神
丘

6
線
線
、
盟
回
線
、
稲
穂
線
を
予
算

措
置
し
た
。

印
年
度
創
設
さ
れ
た
緊
急
地
方
道

路
整
備
事
業
は
、
新
規
採
択
と
し
て

川

E
7
号
線
舗
装
、
継
続
事
業
と
し

て
加
川
線
改
良
舗
装
を
計
画
し
て
い

'
G
。

防
i宮立吉l
柵寒
を z司'J>
2 業
路に
紡線Lつ
6 し、

O て
o Iは立
m 
を本
追年
加 1正

( 3 ) 



除
雪
ド
l
ザ

l
I
台
を
購
入
し
て
冬

期
間
的
交
通
路
保
に
万
全
を
則
す
。

郎
市
計
画
街
路
事
業
は
、
昨
年
度

よ
り
着
工
町
市
通
り
協
は
本
年
度
で

完
了
、
明
年
度
道
道
に
昇
給
子
定
で

あ
る
。総

合
公
同
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
‘

厳
し
い
図
的
財
政
状
況
の
中
で
1
千

4
百
万
円
の
事
業
費
が
採
択
さ
れ
た
。

住
宅
対
策
に
つ
い
て
は
‘
公
営
住

宅
1
棟
4
戸
と
道
也
自
宅
1
棟
8
戸

の
処
訟
を
干
定
し
て
い
る
。

ー
|

教
育

「
|
|
|
文
化
の
振
興

学
校
施
設
、
社
会
教
育
施
設
の
改

普
、
充
実
。
中
些
小
学
校
の
全
而
改

築
を
始
め
、
八
点
小
学
校
の
暖
房
施

設
改
修
、
研
修
パ
ス
の
市
中
時
新
築
な

ど
を
計
画
、
教
育
委
円以
会
と
密
接
な

述
例
を
保
ち
な
が
ら
効
川市
的
な
施
策

相
進
に
配
越
す
る
。

特
別

会
計

@
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘

定
に
つ
い
て
は
、
急
速
な
市
齢
化
社

会
へ
の
進
行
に
伴
い
医
療
自
の
駒
山
川
、

退
職
医
協
制
度
、
昌
人
保
健
法
な
ど

な
陰
湿
な
も
の
は
な
く
、
し
か
し
、

い
つ
発
生
す
る
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
問
題
の
解
決
に
は
、
父
母
、

教
仰
が
と
も
に
指
導
に
あ
た
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
関
係
機
関
団
体
と

述
携
を
計
り
‘
地
域
を
合
的
て
取
り

組
み
た
い
。

@
種
川
中
学
校
統
合
に

つ
い
て
は
、

一
校
統
合
の
基
本
線
に
沿

っ
て
地
域

の
理
解
を
得
る
べ
く
取
り
運
び
中
で

あ
る
。
話
し
合
い
に
よ
り
理
解
を
い

た
だ
く
こ
と
が
品
粋
で
あ
る
。

P
T

A
代
表
6
名
に
よ
る
判
別
委
員
を
窓

口
に
、
よ
り
一
一
胞
の
努
力
を
し
た
い
。

教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
中
里
小

手
校
内
全
而
改
築
、
校
合
中
央
に
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
を
取
り
、
共
同
学
部
、

集
合
指
導
等
、
多
目
的
刷
用
が
で
き

る
配
雌
を
し
た
。
体
育
館
も
一
般
開

放
利
川
が
で
き
る
よ
う
に
而
杭
を
前

向
し
て
い
る
。

@
八
東
小
学
校
の
暖
房
施
設
の
改
善

は
、
屯
気
暖
房
か
ら
灯
油
暖
房
に
変

更
、
維
持
政
の
節
減
に
努
め
る
。
教

円
以
住
宅
の
改
築
に
つ
い
て
は
、

中
盟

小
学
校
分
1
戸
を
刑
画
し
て
い
る
。

@
幼
稚
園
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
入

園
希
望
者
の
取
り
ま
と
め
結
来
、

3

歳
児
同
名
、

4
歳
児

ω名、
5
蹴
児

刊
名
、
別
別
名
‘
前
年
比
6
名
の
減

と
な

っ
た
。

幼
稚
闘
教
育
は
、
集
団

生
活
を
体
験
さ
せ
、
自
主
、
自
立
の

精
神
的
芽
生
え
を
促
し
、
正
し
い
言

の
影
響
に
よ
り
一
段
と
雌
し
い
も
の

が
あ
る
。

新
年
度
か
ら
法
人
事
業
所
だ
け
で

主
く
‘
新
た
に

5
人
以
上
の
使
用
者

に
も
健
康
保
険
の
適
用
が
拡
大
さ
れ
、

国
保
か
ら
服
用
保
険
に
移
行
す
る
者

の
把
姫
が
必
要
と
な
っ
た
.

高
額
療
養
山
口
は
、
本
年
4
月
1
日

か
ら
自
己
負
担
限
度
額
が
日
千
円
か

ら
日
千
円
に
引
よ
げ
が
予
定
さ
れ
て

い
'
@
。

助
産
給
付
曲
目
は
、
年
次
計
画
に
よ

る
図
の
引
上
げ
に
伴
い
、
輪
山
管
内

2
町
の
う
ち
本
町
が
逃
走
さ
れ
、
本

年
3
月
1
日
以
後
の
出
産
に
つ
い
て

叩
万
円
を
日
万
円
に
引
上
げ
る
.
葬

祭
給
付
政
に
つ
い
て
も
1
万
円
を
2

万
に
改
正
す
る
。

国
保
税
関
係
で
は
、
賦
課
限
度
額

お
万
円
を
幻
万
川
に
‘
保
険
制
帆
軽
減

悲
単
級
は

6
制
軽
減
世
肝
で
は
幻
万

円、

4
削
軽
減
世
帯
で
は
初
万
円
に

引
上
げ
予
定
し
て
い
る
。

保
健
胞
政
事
業
に
つ
い
て
は
、
凶

川伸
被
保
険
者
に
対
し
、
町
が
実
施
す

る
「
口
が
ん
検
診
、
姉
人
科
検
診
、

乳
が
ん
検
診
」
の
受
検
者
に
助
成
措

出
を
紘
じ
‘
疾
病
の
半
期
発
比
、
半

期
治
山
町
に
労
め
る
。

@
老
人
保
健
特
別
会
計
に

つ
い
て
は
‘

保
健
制
皮
肉
長
期
的
な
安
定
と
保
健

医
療
、
編
制
施
策
の
総
合
的
な
推
進

を
凶
る
た
め

一
部
負
姐
の
改
定
、
保

(e • 
葉
の
使
い
方
、
興
味
を
養
う
こ
と
が

目
的
で
あ
る
。
本
年
は
専
任
の
凶
長

を
委
嘱
し
て

一
mmの
充
実
に
努
め
る
。

@
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
諸
物
価
の
安
定
基
調
か
ら
給
食

費
は
前
年
同
様
と
す
る
。
価
絡
、
品

質
停
を
印
刷
立
、
特
に
術
生
に
は
注
意

し
て
迎
常
に
万
全
を
則
す
。

。
社
会
教
育
に
つ

い
て
は
、
相
会
が

激
変
化
す
る
中
で
、
盟
か
で
活
力
あ

る
地
域
社
会
を
築
く
花
め
に
は
、
v
'q

校
‘
家
庭
、
地
域
が

一
体
と
な

っ
て
、

た
く
ま
し
く
、
国
際
的
感
覚
を
身
に

つ
け
た
虫
か
な
人
間
性
を
暗
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

町
民

一
人
ひ
と
り

が
生
滋
に
わ
た
り
‘
自
ら
啓
発
し
、

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
飽
版

で
生
き
が
い
あ
る
生
活
が
で
き
、
指

導
、
助
言
、
援
助
す
る
こ
と
が
社
会

教
育
行
政
の
使
命
で
あ
る
。
平
和
で

引
か
な
町
づ
く
り
に
努
力
し
た
い
。

@
文
化
に
つ
い
て
は
、
生
活
に
桜
さ

し
た
地
域
文
化
の
創
造
性
を
深
め
、

町
民
的
精
神
的
些
か
さ
を
助
長
し
て

文
化
活
動
へ
の
杭
磁
的
な
取
り
組
み
、

住
民
の
自
主
的
な
活
動
参
加
に
よ
る

文
化
祭
や
発
表
会
、
文
化
講
座
の
開

設
、
奨
励
‘
優
れ
た
芸
術
文
化
的
鑑

れ
機
会
の
提
供
、
サ
ー
ク
ル
等
の
活

動
を
育
成
‘
辿
携
強
化
に
努
め
る
。

更
に
は
、
文
化
財
の
保
存
思
想
の

此
u
及
、
文
化
財
の
学
習
素
材
化
に
よ

る
教
育
的
活
用
の
促
進
、
郷
土
の
雌

健
者
の
拠
出
金
算
定
方
法
の
見
直
し

等
に
よ
り
、
外
来
i
ヵ
月
「
4
百
円
」

を
「
千
円
」
に
、
入
院
I
H
2
ヵ
刀

限
度
「
3
百
円
」
を
限
度
な
し
の
「
5

百
円
」
と
す
る
と
し
て
お
り
、
こ
の

負
担
唱
の
軽
減
を
凶
る

べ
く
検
討
中

で
あ
る
。

@
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
施
設
勘

定
に
つ
い
て
は
、
経
営
内
容
の
改
普

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

地
械

町
教

住
民
の
健
康
保
持
の
増
強
を
図
る
中

紘
病
院
と
し
て
伝
額
で
き
る
医
療
機

関
と
し
て
、
内
容
の
充
実
、
将
来
展

望
を
凡
き
わ
け
な
が
ら
推
進
す
る
よ

う
努
力
し
た
い
。

。
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
に
つ
い

て
は
、
八
京
地
区
簡
易
車
道
邪
薬
が

昨
年
取
認
さ
れ
、
本
年
度
か
ら
若
手
、

明
年
度
完
了
の
述
び
と
な
っ
た
。

種
川
地
区
簡
易
水
道
事
業
(
上
極

川
、
住
吉
地
区
拡
張
)
は
、
本
年
度

認
可
申
耐
を
し
、
明
年
度
施
工
、
飲

料
水
の
峨
保
を
図
り
た
い
.

( 4 ) 

地
方
行
財
政
を
取
り
ま
く
環
境
は

誠
に
厳
し
く
、
激
動
す
る
時
代
の
流

れ
の
中
で
次
内
世
代
に
生
き
る
人
遣

の
生
活
と
郁
制
に
深
く
か
か
わ
る
こ

と
に
思
い
を
は
せ
、
若
い
力
に
輝
か

し
い
未
来
の
一世
を
託
し
た
い
。

行
政
執
行
方
針

多
目
的
利
用
の
中
里
小
学
校
の
建
設

文
化
財
や
遺
跡
の
保
護

教
育
に
は
停
滞
は
許
さ
れ
ず
、
公
教
育
に
携
る
も
の
と
し
て

充
実
を
図
る
‘
}
E
が
大
切
で
あ
る
。

の
使
命
を
一
層
自
覚
し
、
現
制
度
の
教
育
内
容
を
質
的
に
改
善

学
校
教
育
は

人
間
車
霊
の
精
神
に
基
づ
き
、
児
童
生
徒
が

心
身
的
抑
制
あ
る
発
遣
を
目
指
し
、
健
全
主
国
民
の
育
成
を
期

L
、
子
供
た
ち
が
心
豊
か
に
心
身
と
も
に
健
全
育
成
す
る
二
E

が
親
の
願
い
、
地
域
社
会
の
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
年
度
の
学
校
教
行
推
進
の
屯
山
…

は
、
川
年
度
の
虫
山
を
継
吊
し
、
山

史
や
文
化
を
と
お
し
て
地
域
内
部
解

と
未
来
の
ふ
る
郷
の
例
造
に
努
め
る
。

英
利
河
泣
跡
の
出
上
円川
町
保
存
と

活
川
、
包
蔵
地
の
阿
賀
、
美
利
河
砂
金

掘
跡
や
先
人
が
残
し
て
く
れ
た
抗
重

な
る
物
の
保
存
、
英
利
河
海
牛
化
石

町
復
元
に
つ
い
て
も
検
前
中
で
あ
る
。

@
青
山Y
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、

永
庭
、
地
域
判官
会
に
川
市
た
す
役
制
は

重
要
で
あ
る
。
子
供
た
ち
が
地
域
の

中
で
人
間
的
な
ふ
れ
あ
い
や
多
様
也

生
活
体
験
を
辿
じ
て
、
円
発
怖
や
制

校
内
特
性
を
活
か
し
て

一
段
と
充

V

止

を
凶
る
。
救
出
H
課
税
の
実
践
に
あ
た

， . • 
造
性
を
養
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

古
少
年
野
外
活
動
の
事
業
の
実
施
や

ス
ポ
ー
ツ
市
動
的
場
を
拡
大
に
努
め

た
L

@
体
育
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
永
続
的
に
生
涯
に
わ
た

り
ス
ポ
ー
ツ
に
縦
し
み
、
川
川
出
の
欲

求
に
応
え
る
に
は
折
持
者
向
航
保
で

あ
る
。
若
年
府
内
発
制
に
努
的
、
ス

ポ
1
y
大
学
等
を
通
じ
て
指
導
者
の

養
成
、
資
質
の
向
上
に
努
め
る
。

近

4

老
齢
者
、
女
伯
符
の
ス
ポ

つ
て
は
日
に
評
価
反
行
を
加
え
て
、

児
章
生
徒
が
ゆ
と
り
あ
る
、
成
就
感

あ
る
、
学
校
生
前
が
で
き
る
よ
う
教

職
n
叫
が

一
丸
と
な

っ
て
、

基
礎
的
、

基
本
的
な
知
識
、
技
能
、
態
度
を
身

に
つ
け
る
教
行
前
動
を
則
刊
す
る
。

。
生
徒
指
導
に

つ
い
て
は
、
全
川
的

に
み
る
非
行
、
校
内
暴
力
等
は
鎮
静

化
の
傾
向
に
あ
る
。
い
じ
め
の
問
題

が
社
会
的
に
大
き
く
論
議
さ
れ
て
い

る
が
、
本
町
で
は
報
道
さ
れ
る
よ
う

ー
ツ
参
加
が
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、

年
齢
、
引

K
を
川
わ
ず
町
民
符
ス
ポ

ー
ツ
を

H
析
し
て
参
加
す
る
機
会
の

拡
充
に
努
め
る
。

地
域
の
体
育
館
町
開
放
に
努
的
、

地
域
を
基
盤
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
、
川
体
等
の
育
成
、
促
進
を
図
る
。

町
民
生
雌
に
わ
た
る
救
出
日
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
諜
凶
を
的
確
に
判

断
し
て
町
民
的
期
待
に
応
え
た
い
。

= 
= 
= 

= = 
= 

= 
= 
= 
= = 
= 
= 
= 

= = = 
= 
= 
= 
= = = 

= 
= 
= 

= = = 
= 
= 
= 
= 
= = = 
= 
= 

= 
= 

= 
= 

1
1

一一一ι

-
一

般
質
問
内
容
に

つ
い
て

荒
井
蟻
員

1
民
有
林
の
振
興
育
成
・の

促
進
対
策
に
つ
い
て

川
造
林
事
業
及
ぴ
除
問
伐
事
業
の

促
進
は

ω
本
町
不
花
者
所
有
山
林
の
蜂
術

促
進
対
策
は

ω
町
布
林
の
振
興
対
策
の
凡
通
し

ふ
・
6

中
野
蛾
員

Iω
財
政
の
効
率
述
内
出
と

地
域
経
済
的
活
性
化
に
つ
い
て

自
治
省
は
、
「
地
方
行
革
と
財
政
の

健
全
化
」
を
当
面
の
課
題
と
し
て
自

治
体
に
行
政
改
革
推
進
を
呼
び
か
け
、

本
町
も

一
月
に
今
金
町
行
革
大
綱
を

示
し
、
す
で
に
目
的
達
成
ず
み
の
も

の
も
あ
る
が
管
内
行
財
政
等
の
本
町

の
決
訴
状
況
に
よ
る
と
経
常
収
支
率

の
制
移
か
ら
財
政
の
弾
力
性
が
恕
化

し
て
い
る
と
忠
わ
れ
る
の
で
行
革
の

抑
進
の
中
か
ら
引
年
度
干
訴
に
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
。

ω
道
の
新
事
業
計
同
と
空
港
候
補

地
の
確
保
に
つ
い
て

道
に
お
い
て
は
、
半
向
振
興
法
の

中
か
ら
波
向
山
r
h
H
に
引
年
度
制
究
費

が
計
画
さ
れ
、
一
見
に
は
、

1
月
初
日

付
道
新
に
は
コ
ミ
ユ
タ

l
(
地
域
航

空
輸
送
)
ネ
y
ト
ワ
l
ク
の
椛
訟
が

発
表
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

3
月
間
日
付
北
海
通
ね
に
よ
る
と
柏

山
管
内
は
、
北
柏
山
町
を
は
じ
め
全

道
同
市
町
が
こ
の
計
画
に
名
乗
り
を

し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
事
業
の
な
向

前
査
に
つ
い
て
、
本
町
は
そ
の
な
志

を
示
さ
な
か
っ
た
の
か
。

長
谷
川
鱒
員
H
今
金
町
内
過
疎
化
に

歯
止
め
を

回
、
道
の
出
先
機
関
の
統
合
に
よ

り
、
人
川
減
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
き

た
が
.
真
に
は
「
新
し
い
同
代
に
向

う
道
政
巡
目
の
簡
紫
効
率
化
調
査
会
」

が
道
政
機
構
改
革
に
附
す
る
答
申
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
道
は
、

「
組
織
機
械
部
検
討
委
品
会
」

で
も

初
進
に
訟
を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
今
後
ま
す
ま
す
保
健
所
を
は
じ
め
、

そ
の
他
結
団
体
統
合
が
予
怨
さ
れ
る
。

今
後
川
氏
に
お
い

て
は
、
こ
れ
が
防

止
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら

れ
る
か
。

渡
辺
誠
員
H

本
町
の
活
性
化
と
農
業

振
興
に
刈
す
る
行
政
姿
勢
に

つ
い
て

( 5 ) 



ω
本
年
度
を
行
政
執
行
の
完
結
の

年
と
与
え
る
な
ら
ば
、
執
行
に
あ
た

る
屯
点
課
姐
を
ど
の
よ
う
に
唱
え
る

、
。
ヵω

設
業
振
興
に
対
す
る
民
業
委
員

会
共
中
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
、

か
つ
ど

の
よ
う
に
対
処
し
て
行
く
か
。

渡
部
議
員

l
ω
今
金
町
内
中
小
企

業
へ
の
融
資
制
度
に
つ
い
て

ω
融
資
金
知
的

T
託
金
地
傾
と
貸

付
金
傾
の
増
額
に
つ
い
て

同

返
済
期
間
の
延
長
を
行
わ
な
い

、
。
ヵ川円

本
制
度
市
川
町
干
川
町
き
の
的
宗

化
を
'引
う
与
え
は
な
い
か
。

ω
川ん
的世
生
徒
の
健
全
行
成
を
は
か

る
対
策
に

つ
い
て

山刊

す
こ
や
か
な
成
長
を
ゆ
が
め
る

担
会
的
背
以
に

つ
い
て
。

同

い
じ
め
を
個

く
す
る
た
め
父
母

を
は
じ
め
、
学
校
、
地
域
ぐ
る
み
の

述
動
を
ま
た
、
こ
れ
が
実
態
を
T
忙

し
く
知
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

す
る
用
意
は
な
い
か
。

山門

教
育
相
談
の
た
め
専
任
担
当
者

の
配
泣
は
与

え
ら
れ
主
い
か
。

-
今
金
町
機
会
委

改
正
に
つ
い
て

改
正
仰
は
、
作
常
任
委
HH
会
の
委

HU
長
.
副
委
以
長
を
治
会
に
て
選
任

し
て

い
た
が
.
こ
れ
を
委
円以
会
に
お

い
て
委
u
U
長
、
副
委
円
以
長
を
可
逃
す

会
条
例
の
一
部

-
今
金
町
国
保
病
院
の
使
用
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い

τ

祇
明
等
の
手
数
料
を
次
の
と
お
り

改
正
し
ま
し
た
。

生命保険料被支給

時の複雑な死 亡診 1通につき r3，OOO円Jをr5，OOO円jに改め

断普及ぴ証明書

自賠責保険料被支

給時の診断書及び 1通につ きr1，OOO円」をは，000円」に改め

同町i求明細1531

国
道
営
土
地
改
良

(白
石
地
区
土
地

改
良
総
合
整
備
事
業
)
事
難
に
伴
う

負
担
金
の
納
入
に
つ
い
て

道
首
都
業
の
負
担
事
業
費
お
%
を

納
入
す
る
-」
と
で
す
.
 

.
 財
産
の
取
得
に
つ
い
て

日
年
度
建
設
の
公
営
住
宅
、
字
今

金
制
番
地
(
緑
町
)
の
道
有
財
産、

る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

-
今
金
町
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の

設
置
条
例
に
つ
い
て

こ
の
条
例
は
、
公
職
選
挙
法
に
恭

づ
く
も
の
で
、
お
附
所
に
設
位
す
る

こ
と
に
定
め
た
も
の
で
す
。

-
今
金
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い

τ

こ
れ
は
、
何
等
級
何
号
俸
と
し
て

い
た
も
の
を
、
何
級
何
号
俸
と
す
る

も
の
で
す
。
児
主
干
当
法
の
改
正
と

住
宅
干
当
の
変
更
に
よ
る
も
の
で
す
。

家
貨
を
支
払

っ
て
い

る
職
以
、
月
額

「
川
ヰ
5
行
川
」
を
「
同
千

5
古
川
」

に
、
以

F
の
4
引は、

家
同H
川
制
か
ら

「
4
千
川
」
を
位
除
し
た
剖
聞
を
、
以

ー
のみ
引
に
は
「
凶
千

5
百
川
」
を
技

除
し
た
似
の
2
分
の
l
に
7
千
5
百

川
を
加
算
し
た
矧
を
支
給
す
る
と
し

た
も
の
で
す
。

-
今
金
町
職
員
に
対
す
る
税
務
手
当

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

給
与
条
例
の
変
更
に
伴
い
「
等
級
し

を
「
級
」
と
去
呪
変
更
す
る
も
の
で

す
。

-
今
金
町
職
員
旅
費
支
給
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

川
糸
川
織
の
川町
山
に
よ
る
も
の
で

す
。

-
今
金
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
に

つ
い
て

保
険
加
入
者
が
出
産
し
た
と
き
、

助
産
政
と
し
て
「
叩
万
円
」
を
「
日

• • 
簡
易
耐
火
構
造

2
階
処
湖
、
幻
耐
を
町

引
い
住
主
と
し
て
取
得
し
ま
し
た
。

-
今
金
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

任
期
尚
了
か
ら
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

今
金
町
字
今
金
(
八
柿
阿
)

河
村

昭

夫
氏

(
国
蔵
)

65億8千6百526干円事官官富

万
川
」
支
給
す
る
こ
と
に
‘
葬
祭
政

「
!
万
川
」
を
「

2
万
円
」
支
給
す

る
こ
と
に
改
正
し
ま
し
た
。

・
今
金
町
文
化
財
保
護
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

こ
の
条
例
は
、
布
形
、
無
形
文
化

財、

民
俗
文
化
財
及
び
追
跡
、
名
勝
、

天
蚊
記
念
物
等
の
保
護
に
努
的
、

町

民
の
文
化
的
向
上
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て

い
ま
す
。

-
今
金
町
田
保
病
院
運
営
委
員
会
の

条
例
廃
止
に
つ
い
て

こ
の
条
例
は
、
「
今
金
川
保
健
医
療

電
柱
等
敷
地
料
金
褒

I1 類 胤位 醐問
地 自

0・ 考
宅地円 その他同

4三 lt ノド.if 660 95 
A柱 H枚、ニ向性甲
1; 1脚 1本とする

五 H X は立拙 φ'i '1 660 95 

主夫 187キロポル卜まで J，~ 111 2，110 9曲

1昨 66キロポ トルまで .!.~ 111 1.720 870 

そ町他的』陥 m'I11 330 55 佐用面倒 I.Om'まで
ごとに

-
今
金
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

前
任

者

古

川
民
雌
氏

(末
広
町
)

が
何
州
制
了
か
ら
後
任
者
と
し
て
選

任
し
ま
し
た
。

今
金
町
子
金
原

伊
藤

一
治
氏

(
叩
歳
)

地mfl'H処(].7%)

G-I.5ωT-I'1 
rl動l]fJ((j:t悦火付金(0.8<;，ρ

幻∞01ドl

一般会計予算内訳

者 附 金

協
議
会
放
置
条
例
」
が
あ
り
‘
こ
の

粂
例
で
対
応
で
き
る
こ
と
か
ら
脆
止

し
た
も
の
で
す
。

-
今
金
町
一
行
政
財
産
の
使
用
料
徴
収

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

-
今
金
町
手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部

改
正
に
つ
い

τ

町叫
明

mw
の
手
数
料
を
次
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
‘

4
月
1
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。

( 6 ) 

占 用 区 分 単 位 期間 料金 道 の 一・収 施収 件 可づ

屯校(主位&.1J'主線を合む) 本 :il:. 660円 路 で粂liii部今 L 行すに L くこ

。立話柱{支村戸&.1J'主総を合む) 本 年 2'10円
占 す 改金 ま、る よ たもの

用 。の 正町 す。 年毎I~ぇP も つ 場合 的 例条タトH:ヵ1'0.'1メ トノレ
:il:. 120円 料 市I1に道 のてで

ポ i仰 の も 町 平方メートル 金 定 つ路 で評 、行は

タトuカ"'0.'1メ トノレ
表 に い占 4 す 価土 政l吋J也 卜 伴て用 TI 0 l )也 J也

U 1:1.0ノートノレ 平方メー トル 11:' 2401'1 し、 料 30 4 、 、産ブ在Jl 
ぞ1[;古物 主 il:.'J の も の

改百C
徴 日月やE必物 '" 

タト生モヵ<1，0メー 卜ノレ 収 ま 1 用組:治
平方メー トル 斗 GOOP] し 条 で 日料を の lfI法以 1-. '" もの

え己 例 に か 諸 を に
祭典紋 日 勺叫，111与の もの 平方メ トル 1'1 15川 も (J) 徴ら徴粂 計 基

その {也 の Ili JlI " H 120PJ 

証明内容 改正前 改正後 証明内容 改正則 改正後

'&，'業 職 業 1 1'1' 200 300 公務(匡Iffti等) 84 200 300 
B4l'λ上 300 450 

公 1 " 200 300 自動車仮ナンバー 1箇 300 400 

資 産 1LH3E Z 200 300 住民 fJ4 写し It文 100 150 

身 分 l件 150 200 戸絡の附黙の写し HJt 10日 150 

印 鑑 1 " 200 300 住民諜の閲覧 1件 100 150 

そ グ〉 1也 1 " 200 300 }-'絡 の 附rJL閲覧 l刊 100 150 

公 i事 1J1I MLU E 
1 " 100 150 

• • 
-
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

任
期
制
「
か
ら
科
任
し
ま
し
た
。

今
金
町
守
鈴
岡

師
口
小
山
引
氏

(
引
歳
)

-
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
推
薦
に

つ
い

τ

付
則
渦

f
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
同

氏
を
符
推
総
し
ま
し
た
。

今
金
町
宇
今
金
(
八
幡
町
)

阿
知
波

公
子
氏
(
白
川
歳
)

今
金
町
千
人
，
金
(
八
幡
町
)

古

悶

正

也
氏

(印
歳
)

(7) 



仁コ「コ仁コ仁コ仁コ仁コ内ごみ

理の有料化・・・検討中
」した主婦の心つカ、いでごみが減る。

時刊
山
術
生
セ
ン
タ
ー
が
毎
週
阿
収

し
て
い
る
革
路
内
の
ご
み
処
刑
引
に
裂

す
る
川
の
続
四
負
担
問
聞
は
、
年
々
的

大
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

今
金
川
の
ご
み
の
集
収
H
M
は
、
四

川
の
剖
%
を
し
め
て
お
り
、
前
年
対

比
す
る
と
U
%
の
仲
率
を
示
し
て
い

ま
す
。町

財
政
も
厳
し
い
こ
と
か
ら
、
幅

料
で
あ
っ
た

一
般
家
庭
の
ご
み
処
理

に
つ
い
て
、
年
内
に
有
料
化
に
し
よ

う
と
検
討
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
各
家
庭
で
焼
却
で
き
る
も

の
で
さ
え
「
ご
み
」
と
し
て
川
さ
れ

て
い
る
。
L
r
H
阿
た
ち
が
チ

ヨ
y
ト
し

た
気
配
り
に
よ

っ
て
ご
み
が
減
り
、

川
の
統
的
負
制
減
と
な
り
ま
す
。

検
付
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
指
定

さ
れ
た
い
介
時
に
よ
る
も
の
で
、
初

ou

xは
、
日
同
に
つ
き
「
百
川
L

を
徴

第一回今金町高齢者と子供の集い | 

笑いと感涙※※※※※※※※※※背中の流しあい、

• ‘ 

今
金
幼
祁
凶
、
今
金
保
育
所
、
小

百
件
保
有
闘
の
問
先
と
汀
年
婦
人
部

が
お
倫
者
の
人
述
川
人
あ
ま
り
と
の

交
流
会
を
3
川
内

H
総
合
体
育
館
に

お
い
て
開
山
聞
き
れ
、
こ
の
悩
し
が
早

朝
か
ら
始
ま
り
、
ゲ

l
ト

ボ

ル

で

収
し
よ
う
と
行
う
も
の
で
す
。

川
ば
か
り
で
な
く
、
家

m
mも
ま

す
噌
す
厳
し
く
な
る
こ
と
で
す
。
科

家
庭
主
紛
の
協
力
が
必
要
。

1[1 } 1 ド吋た リ} ヵH m平均}円

55，310，000-;'-2，575 = 21 ，480-;'-12 = 1，790 59年度予算額

円 "月平時円

80，47，5000-;'-2，575 = 31，252-;'-12 = 2，604 60年度予算額

戸 ←"l'i l~ ~) ヵ灯 (fI"叩

2，033 ，000kg-;.-2，575 = 790 -;.-12 = 66kg 59年度ごみ処理量

は
、
「
こ
う
し
て
打
つ
ん
だ
よ
」
と
お

爺
ち
ゃ
ん
お
鏡
ち
ゃ

ん
の
折
場
も
よ

ろ
し
く
、
剛
山
と
入
れ
い
九
日
わ
り
な
が

ら
の
ゲ
l
ム
以
問
、
ボ
ー
ル
が
見

4

に
ゲ

l
ト
を
通
過
す
る
た
び
に
大
拍

手
を
お
く

っ
て
い
ま
し
た
。

東
京
サ
ミ

ッ
ト
開
催
に
伴
う

「
お
知
ら
せ
」
と
「
お
願
い
L

に
つ
い
て

皆
さ
ん
も
す
で
に
ご
承
知
の
事
E
存
じ
ま
す
が
、
来
る
五
月
四
日

か
勺
六
固
ま
で
「
第
十
二
回
主
要
国
首
脳
会
議
(
東
京
サ
ミ
Y

卜)」

が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
頃
旅
行
さ
れ
る
方
は

O
混
雑
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
日
及
び
そ
の
前
後
は
、
羽
田
空
港
周
辺
、
首
都
高
速
道
路

な
ら
び
に
迎
賓
館
付
近
で
は
、
大
幅
主
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
自
動
車
等
的
運
行
を
自
粛
し
、
パ
ス
‘
電
車
等
を
利
用

す
る
な
ど
混
雑
防
止
に
こ
協
力
下
さ
い

。
北
輪
山
野
山
日
以
引
か
ら

@ 

E 

@ 

と 5
ニ月
ろ 20 き

日

午
前
9
時
却

i
午
後
4
時
ま
で

役
場
会
議
室

町
民
福
祉
課
か
ら

資

格
受
付
期
間

給

与
連

絡

先

国
歳
以
上
お
歳
未
満
の
男
子

常
時
受
付
け
て
お
り
ま
す

初
任
給
1
0
7
、
4
0
0
円
の
ほ
か
衣
、
食
、
住
支
給
。

今
金
募
集
事
務
所
ま
で
電
話
②

0
2
5
8

• (-

更
に
は
、
制
児
と

一
絡
に
入
浴
で

は
、
「
背
中
の
琉
し
あ
い
」
と
紫
肌
の

ふ
れ
あ
い
が
あ
る
な
ど
、
ま
た
.
H
I

食
会
や
引
や
凶
り
、
凶
児
に
よ
る
劇

と
、
行
事
が
盛
り
た
く
さ
ん
、
劇
で

は
、
笑
い
と
感
涙
舞
台
と
存
胤

が

一
体
と
な

っ
て
楽
し
く
、
心
と
心

が
結
び
あ

っ
て
い
ま
し
た
。
子
供
た

ち
を
兄
る
目
も
優
し
く
、
我
が
孫
の

ご
と
く
に
感
じ
ら
れ
る
和
や
か
き
で

し
た
~
。

締
め
に
は
、
パ
ス
を
利
川
し
た
郷

土
史
跡
拡
訪
の
旅
と
、
先
人
た
ち
が

苦
労
し
て
開
通
し
た
瀬
棚
線
、
い
ま

は
消
え
る
巡
命
と
主

っ
た
瀬
棚
線
、

回
縫
か
ら
瀬
棚
に
重
る
ま
で
の
科
駅

訪
問
、
笑
利
河
追
跡
や
英
利
河
海
牛

化
石
が
出
土
し
た
所
内
見
学
な
ど
、

官
引
な
義
な
る

一
日
で
あ
っ
た
よ
う
で

す
。こ

の
附
催
目
的
は
、
時
代
が
変
わ

り
、
核
家
族
化
と
な
り
ま
し
た
現
代
、

高
齢
者
と
の
同
居
生
活
を
す
る
子
供

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
う

し
た
ゲ

l
ム
を
と
り
入
れ
た
集
い
が

お
船
者
の
生
き
が
い
と
な
り
、
ま
た
、

幼
児
の
敬
老
精
神
の
育
成
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
相
互
が
訟
献
し
あ
い
、

交
疏
が
図
ら
れ
、
梨
し
く
あ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
町
民
初
制
課
が
教
委

社
会
教
育
係
の
協
力
を
仰
な
が
ら
実

施
し
た
も
の
で
す
。

昭和61年度道政モニター募集について

公務i1、議会議員は除きます。道では、広〈道民から道政に閲する怠兄、要望

住所(';u:話帯サ、生年月日、1'H'1、

。応募方法

1書記に氏名、

などを聴き、道民のJ!iを道の施策に反映させるた

道i政モニターを募集しています。ため、

[ 8 ) 

峨撲を記入、柏山支庁総務課広報渉外係まで)

[ 9 ) 

5月 8日までに切。締出 ~}Jfこえfし、

。応募資格

道l勾に居住するi前20歳以上の方、



新
し
い
年
金
制
度
⑧

老
齢
年
金
巳
は
、
老
齢
基
磁
年
金
(
新
国
民
年
金
)
と
老
齢
厚
生
年
金

(
新
厚
生
年
金
)
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
新
制
度
ガ
適
用
さ
れ
る
四
月
一
日
に
六
十
歳
以
上
の
人
と
、

す
で
巳
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の

制
度
ガ
適
用
さ
れ
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金

①
支
給
要
件

老
齢
基
礎
年
金
は
、
凶
民
年
令
の

保
険
料
を
納
め
た
期
間
(
資
格
州
問

と
言
レ
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
則

問
も
含
む
)
が
一
一
十
五
年
以
よ
あ
る

人
に
、
六
十
五
議
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。
な
お
施
行
時
に
五
十
六
歳
以

上
の
人
は
、
資
信
期
間
が
二
十
五
年

以
下
で
も
よ
い
経
過
措
置
が
あ
り
ま

す。
制
度
改
正
前
に
厚
生
年
金
や
船
員

保
険
に
加
入
し
て
い
た
期
間
は
‘
国

民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
て
い
た
期

間
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
色
ん
な
ど
、
こ
れ

ま
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
た

の
に
加
入
し
な
か
っ
た
人
の
期
間
は
、

。
カ
ラ
期
間
u

(
給
付
の
計
算
に
は
入

ら
な
い
が
、
資
情
期
間
に
計
算
す
る
)

と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

今
金
老
人
ク
ラ
ブ

けらぷ今マ ③れラじの金 まに下 ②すたよ
L取自 J出回ンサ加まイて上初なす;汁表年牟。りつま
カれ分割ののラ算すド改昇はお。算の金喜 てた
L ま名 1 改妻リ額。)定に物、 きょ前i額 繰 支
、す義ア正も l さ安応{両年 れうは り給老

改。のとに、 、 下関齢

正 老 な よ 老齢基礎年金の額 げ始基
法 齢りつ る年礎
純 基、て保険料納}ム/保険料klI ニ齢年

行 礎六回 Ir"" "̂，.，rn '" ¥付済月数I' ¥免除月数lハ 3 I と を 金
時 年 ←l民 |印0.000門×、 (加入可往年数)x戸 | が繰は
に 金五年 でり申
六 が歳金(;主)1) 600 000円は昭和59年度価格 き 上前

十 受かに 2)加入可能年数は生年月日に応じて25-40年 まげに

Ilt • 

縫
う
手
も
あ
ざ
や
か

2
月
初
日
会
円
以
の
人
達
刊
人
余
が

早
朝
か
ら
栴
祉
セ
ン
タ
ー
に
集
合
、

各
自
が
布
地
を
持
ち
よ
り

一
日
が
か

り
、
オ
シ
メ
や
ゾ
ウ
キ
ン
作
り
に
村

を
だ
し
て
い
ま
し
た
。

さ
す
が
年
の
功
、

年
初
の
迎
い
か

第 3号被保険者に

該当する方へ

歳
に
近
レ
人
は
、
新
制
度
で
の
国
民

年
金
へ
の
加
入
期
間
が
短
い
の
で
、

そ
れ
ま
で
の
任
意
加
入
期
間
が
な
い

か
ま
た
は
短
い
場
合
は
、
低
額
の
老

齢
基
礎
年
金
し
か
支
給
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
て
、

厚
生
年
金
の
配
偶
者
加
給
(
後
で
説

明
が
あ
り
ま
す
)
の
算
定
対
象
と
な

っ
て
い
た
妻
が
六
十
五
歳
に
な
っ
て

老
齢
基
礎
年
金
を
も
ら
い
始
め
る
と

き
に
つ
け
ら
れ
る
、
経
過
的
な
加
算

抽
出
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

加
算
傾
は
月
額
、
最
高

一
万
五

千
円
で
友
の
年
齢
が
若
く
な
る
に
つ

れ
て
逓
減
し
、
新
制
度
施
行
日
に
二

十
歳
未
満
の
人
は
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
。

老
齢
厚
生
年
金

①
支
給
要
件

老
齢
厚
生
年
金
は

厚
生
年
金
の

60歳 65歳

老齢厚生年金

(報酬比例部分)
老齢厚生年金

老齢厚生年金
経過的加算

(定額部分) 老齢基礎年金

特別支給

縫
う
子
も
あ
ざ
や
か
子
阪
は
良
く
、

集
い
も
楽
し
く
笑
い
が
あ
る
な
ど

和
気
あ
い
あ
い
の
内
に
仕
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
作
っ
た
品
物
を
盟
舟
悶

や
光
の
里
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
こ
の

他
、
相
相
セ
ン
タ
ー
の

Mm
樹
や
神
社

境
台
の
草
刈
作
業
な
ど
、
更
に
は
、

ス

ポ

ツ

大

会

、

ゲ

ト

ポ

l
ル
大

会
、
ダ
ン
ス
、
演
芸
会
と
広
範
囲
に

わ
た
る
活
動
が
盛
ん
で
す
。

次に該当する方(第 3号被保険

者)は、保険料を納める必要はありませんのでこ1主立くだ

2、

(船員保険も含む)、共

あなたがご主人に扶養されてい

あなたのご主人が厚生年金保険耳S4積被保険者、船11.

あなたのご主人が厚生年金保険

国民年金法が改正され、

済組合に加入しており、

るとき。

さし、。

1、

被
保
険
者
期
間
(
保
険
料
を
支
払
っ

た
期
間
)
の
あ
る
人
が
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
、
つ
ま
り
六
十
五
歳
に
な
っ
た
と

き
¥
図
の
よ
う
に
老
僻
基
礎
年
金
の

上
乗
せ
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
今
ま
で
の
厚
生
年
金
は
、

六
十
歳
か
ら
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い

ま
し
た
の
で
、
こ
れ
で
は
支
給
開
始

年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
レ
ま
す
。
そ
こ
で
六
十
歳

か
b
六
十
四
歳
ま
で
の
間
に
老
献
厚

生
年
金
の
特
別
支
給
と
い
う
制
度
を

設
け
ま
し
た
(
図
参
聞
)
。
た
だ
し
、

特
別
給
付
を
受
け
る
に
は
、
原
則
と

し
て
退
職
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
在
職
中
で
も
、
所
得
が

一
定
額
未
満
の
方
に
は
滅
相
支
給
が

あ
り
ま
す
。

②
年
金
額

寸
|
|
」

老
齢
厚
生
年
金

一

蜘
一

の
年
金
傾
の
計
算
一
明
一
て

一
L

一じ

は
下
表
の
と
お
り
一
内
三

応

で

す

。

買

一

い

L
E

ま
た
、
六
十
五

m
一
パ
・

L
問

歳
か
ら
の
老
船
厚
喧
「

羽
目
盟
E

年

一分

に
i

l

~

一の

中
宅
」
年
金
に
は
経
逃
生
一斎
圃
目
し

E
i
;
 

的
加
押
算
耕
措
世
が
あ

M
一否
比
年
」
閉
し

-
R
一酬

隼

一

被

減

り
ま
す
。
計
算
の
老

一叩
ド
l
i
は
逓

方

法

は

特

別

支

給

士

川

お

の
老
齢
厚
生
年
金

削

一一一
y
一一国

の

定

額

部

分

の

額

刊

一

回

叩

か

ら

、

老

齢

基

礎

泌

( '1金)任意継続被保険者、共済組合特例継続組合員でむあ

あなたがご主人に扶養されているとき。り

(t • 
労働基準監督署区域の変更

EE回i:::tiil軍軍居酒

第 3号被保険者の周上記のいづれかに該当するときは、

告を 5月 1日まてサニ出してく丈ゴさい。

手続きには、あなたとご王人の年金手帳、健康保険祖(又

(10) 

年
金
の
額
(
た
だ
し
、
厚
生
年
金
の

加
入
期
間
に
か
か
る
矧
に
限
る
)
を

引
き
ま
す
。
そ
の
差
傾
が
経
過
的
加

算
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

③
加
給
額

厚
生
年
金
保
険
に

二
十
今
以
上
加

入
し
た
方
て
、
そ
の
人
の
収
入
に
よ

っ
て
生
計
を
維
持
色
れ
て
い
る
配
偶

者
や
十
八
歳
未
満
の
干

(
そ
の
干
が

障
害
者
で
あ
れ
ば
二
十
歳
未
満
)
が

い
れ
ば
、
左
表
の
金
額
が
加
算
さ
れ

ま
す
。配

偶
者
加
給
は
、
妻
が
六
十
五
歳

に
な
り
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

る
と
打
ち
切
ら
れ

ま
す
。
な
お
、
配

偶
者
加
給
に
は
、

去
が
六
十
五
歳
に

な
る
前
後
で
老
夫

婦
世
帯
の
受
け
取

る
年
金
額
に
大
き

な
差
が
生
じ
な
い

よ
う
に
、
妻
の
生

年
月
日
に
応
じ
て

特
別
加
算
が
つ
け

ら
れ
ま
す
。

函館労働基準監督者に、江差労

働基準監督岩が統合されました。

は共済組合員詞)、印鑑を持参してください。

今までどおり保険料がかかります。

援詳細については年金係にお問い合わせください。

届出のない方は、

あって、老後生活の支えが失われます。

国民年金の保険料は納期までに

3月分の国民年金保険料の納2 • 1 ， 4月 l率、

も L、未納な勺ばお確めください。いま一度、期です。

月末までに必ず納めてください。あなたはもうお納めになりま Lたか。
(年額)

配偶者 18万円

2人までの子 各18方円

3人目以降の子 6万円

5月 1日以降からは、郵便局、道銀の指

定取 η扱いとなること力、ら現在の納付容で納めら

れなくな ηますのでご注意ください。

※なお、保険料を納め忘れていますと、方ーの事故のと

き、障害年金や母子年金なとを受けられないばか

りでな〈、将来、老齢年金が受け勺れないことも

〕-[
 



| 今金町の行政改革大綱まとまる | 

補助金、委員会、特殊勤務手当等の見直し・・・

財政の運営を

今
年
新
入
学
さ
れ
る
今
金
保
育
所
、

小
百
合
保
育
悶
の
凶
川
ん
た
ち
犯
人
が

3
月
初
日
役
場
前
の
回
道
捌
号
線
で

行
き
交
う
車
刷
台
余
に
「
交
通
安
令

を
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
ボ
ー
ル

ペ
ン

ー
、
基
本
方
針

厳
し
い
行
財
政
の
環
境
の
去
か
で
、

多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
対
応
し

つ

つ
地
域
相
会
の
活
性
化
及
ぴ
住
民
編

制
の
哨
進
を
進
め
る
た
め
、
引
き
続

き
行
政
改
革
を
強
力
に
推
進
す
る
。

行
政
改
革
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
‘

「
今
金
町
行
政
改
革
思
談
合
」
の
提
言

を
尊
重
し
、
議
会
と
迎
携
し

つ
つ
全

庁
が

一
体
と
な

っ
て
取
り
組
む
と
と

も
に
町
民
を
は
じ
め
関
係
方
面
の
理

解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
.

2
、
当
面
白
措
置
事
項

ω事
務
事
撲
の
凡
直
し

⑦
使
川
料
、

手
数
料
の
凡
直
し
を

始
的
、
保
育
所
保
育
料
的
改
定
、

幼
靴
闘
の
入
刷
料
、
授
業
料
の
改

定、

附
易
水
道
料
金
、
メ
ー
タ
ー

料
金
の
改
定
を
図
る
。
使
用
料
等

に
つ
い
て
は
、
適
正
化
を
図
り
な

が
ら
取
り
進
め
て
き
て
お
り
、
同

年
度
一
部
改
定
を
行
主

っ
た
が
、

そ
の
他
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
す
る
。

③
補
助
金
の
凡
直
し
、
補
助
金
は

蜘
期
限
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
補
助
効
川
市
等
を
測
定
し
な

が
ら
効
率
的
、
効
川市
的
に
巡
川
す

べ
き
も
の
で
あ
り
、
創
設
の
経
錦
、

性
物
な
ど
を
十
分
に
検
討
す
る
。

⑨
補
助
団
体
等
何
事
務
移
行
に

つ

い
て
は
、
そ
の
大
半
を
担
当
課
に

お
い
て
処
理
し
て
い
る
が
、
こ
れ

が
事
務
に

つ
い
て
指
導
を
し
な
が

ら
遂
次
移
行
を
は
か
る
。

ω組
織
機
山
酬
の
地
正
筒
紫
A
H
理
化

⑦
内
部
組
織
の
統
山
崎
合
、
仰
川
和
町
叫

年
度
に
加
の
統
脱
A
H
を
行
い
川
却

を
9
誕
1
室
に
し
、
戦
以
内
効
率

的
活
川
を
凶
り
住
民
サ
ピ
ス
の

向
上
に
努
め
る
。

@
委
只
会
等
の
見
直
し
.
各
委
長

会
的
設
置
目
的
、
活
動
向
実
態
等

に
つ
い
て
検
討
し
、
統
廃
合
を
進

め
る
と
と
も
に
委
円
以
の
削
減
、
そ

の
他
述
刊
日
の
改
抑
け
を
は
か
る
。

ω給
与
の
適
正
化

⑦
特
殊
抑
位
相
手
当
の
凡
直
L
・
特
殊

勤
務
手
当
の
定
義
、
村
会
情
勢
の
変

化
等
を
考
慮
し
、
比
泊
し
を
す
る
。

ω民
間
委
託
、

O
A
化
等
事
務
改
普

の
推
進
、
間
中
批
判
め
撲
の
迎
岱
に
つ
い

て
は
A
H
m
化
、
効
率
化
を
よ
り

一
府

推
進
し
て
行
く
必
要
が
あ
り
、
税
務
、

回
民
年
金
の
小
山
算
事
務
、
除
雪
、
必

者
輸
送
車
、
ス
ク
ー
ル
パ
ス
、
学
校

給
食
車
運
転
業
務
等
の
民
間
委
託
を

し
て
い
る
。
今
後
、
疋
に
事
業
内

科
を
検
討
し
て
抑
進
を
は
か
る
。

ω会
館
等
公
共
施
設
の
設
置
及
び

作
町
一巡九日刊の
A
H
理
化

斤
A

品川
町
山山
川
相官
制
、
公
衆
浴
場
、

駒
川
温
泉
休
恕
所
、
川
以
セ
ン
タ

ー
、
体
育
館
却
の
骨
四
日
川
に

つ

い
て
、
す
で
に
民
川
委
託
を
し
て

い
ま
す
が
克
に
内
容
を
検
討
し
民

間
活
力
の
抑
進
を
は
か
る
。

• • 
お
願
い
し
ま
す

が
目手

ぴ

か

や
交
通
山
女
全
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
り

な
が
ら
可
愛
い
戸
で
呼
び
か
け
ま

し
た
。こ

の
催
し
は
、
役
場
結
者
サ
ー
ク

ル
が
、
「
新
入
学
児
軍
に
は
、
刊
に
気

を
つ
け
て
欲
し
い
。
」
と
企
同
し
て
2

回
目
、
尉
官
h
小川引
n
H
や
町
交
通
安
全
係
、

交
通
安
全
指
導
円以
の
協
力
を
仰
な
が

ら
実
施
し
た
も
の
で
す
。

山
間
地
方
議
会
の
合
理
化

本
町
議
会
議
日以
の
法
定
数
は
、
幻

人
で
あ
る
が
昭
和
町
四
年
に
条
例
え
数

を
時
人
に
減
少
、
議
A
ム
椛
能
に
倒
立

し
て
巡
白
の
A
n
町
一化
に
努
め
て

い
る。

的
そ
の
他

現
下
町
地
方
財
政
は
深
刻
な
状

況
に
あ
り
、
財
政
悪
化
が
更
に
進

む
可
能
性
が
強
く
、
こ
の
よ
う
な

状
況
に
対
応
し
つ
つ
経
費
の
効
率

化
に
徹
す
る
。
創
立
と
工
夫
を
も

ロ

っ
て
経
市
経
費
等
の
節
減
に
努
的
、

日
年
度
よ
り
目
年
度
ま
で
の
=一

ヵ

年
で
1
位

4
千
2
百
万
刊
の
公
的

自
の
繰
上
償
還
を
し
、
健
全
財
政

の
運
営
を
は
か
つ
て
い
る
。

今
後
、
従
前
に
も
ま
し
て
行
政
の

効
率
的
運
営
に
努
め
る
こ
と
が
時
代

の
要
一
初
で
あ
り
、
ま
た
、
町
長
の
要

望
で
あ
る
と
考
え
、
更
に
努
力
す
る
。

L、りも るまとのの験 0 本リ L みあ
まり今採心す認結条 L 0 人 Y た 採 採四 んなすツま血配 。 的果件 fこミがト 。血

血月。 卜で基 It 体勺 、にこり希 Jレ L 基 なた
Jレ~. 準あに れ採合 E り望 献か準 基力、

のののおが り 悪 fこ血 いがツ L 血しが 準ら
献 η 変ま い 場 に あトたや 、四 カ〈 生献
血、わせ影響 合支医 ηJレ場成 4 類 変 命血を 2η ん に障師、献合分 O に
4寺 O ま 。 を限カ志向更血で献口な わ をカザ
つ oL 与勺 な診にを 血ミ η る

守てミて えれい 察表経 2 はリま

る

献血のできる人とは、(採血量の見直し)

ZT4主ご櫨域 200ml献血 400ml献血 血按献血 血小板献血

l回採血量 200ml 400ml 400ml 400ml以内

年 齢 16-64歳 18-64歳 18-64哉 18-54歳

体 重 リK3fF4405kkggLHAJ1-二 男女とも50kg以上 男女と L5臥gJ:J.上 男女とも拙<&I'J.上

比 置 1.052以上 1.053以上 1.052以上 1.053以上

採血間隔 1ヵ月以上 9ム，子子34，ヵ， ， 円H以;.. U上二 2週間以上 1週間以上

年間実施回数 ヲ女'-1'一子乙乙 32 !l日叫tJ以よ.lP"内 24匝l以内 12回以内

年間総保血量 4k n FF 1 200me以以内内 9k1イ子ー1820000mdt以以内内800mt 

• • 
i車

農 " まを @@按@@
絡雪 パ行す運自 白 とと申~ ~ 
まと 業

l 楽 ん家 告こ 労/、。fニ 11 車時 だ用 ろき害ろき
は時 用 を σ〉 η ノ〈

ス
。〉 災、期

融
利回 、ス 今 5 作八 4

f呆キ自と 用 f本 還や 、
金円成雲月

~~な 雪 L "" 事孟 卜 白 商 9 指高 16
実険L η てス 手ラ

ト
工日導工日

てま 災 くの 'コン 会(並会 { 務(
〈 し

を
7ゴ春日 き?

フ
会金 U 会水

講労7ごた さ用 ので 議)に議 )

さ
。

受
北、、 レ 官午 行 室 10申室 13

習働L ‘ 高虫 ，毎 。荷 ン可
為

時告 時
幸井 。雷 lナ 道 物 タを 1 害 30 会保
ま也 i墨 σ〉 パ受 は 15 ~X 分
開 よ た 輸 輸 スけ 時集 の険
発 る

方
局 送 なず 法 l二 16 お)

i畢 災 函 と'に
律

つ 時
土 害 lま 重官 It は有 L、 30 実日
1也 ヵe

連
陸 禁料 違 て 分

勺改 あ 運 正 止で tま
良 一， 絡

支 規 さ人 反
、

せf毛 fこ 局 グ3 れ や
方、 方 を 力、 緑 て荷 11 
勺 It り ナ い物

、

」

1
 

3
 

1
 

〔



2 イ.....1

|今金営林署道南材で公宅建設
ト
トー

ィ〆γ

--r 

需要の拡大目指してー般公開
1 1 1 

科
目
林
抱
で
は
、
木
造
住
宅
の
良
さ

と
泌
袈
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
昨
年

暮
れ
に
着
工
‘

二
月
に
完
成
し
ま
し

た
。こ

れ
を
三
月
八
‘
九
日
と

一
般
に

公
附
し
た
も
の
で
す
。
一

棟
二
戸
建
、

(
建
設
場
所
は
緑
町
営
林
署
敷
地
内
)

特
色
は
、
道
南
産
の
ヒ
パ
や
ス
ギ
、

プ
ナ
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

木
造
住
宅
は
、
内
気
外
気
と
の
空

気
の
流
通
、
換
気
が
良
く
、
人
体
に

と
っ
て
も
最
良
で
あ
る
こ
と
、
木
目

が
暖
か
く
、
優
し
く
務
者
が
あ
る
こ

と
で
凡
砿
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
公
附
が
終
了
後
に
は
、
治
林

抱
の
職
員
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
公
開
は
終

り
ま
し
た
が
‘
ど
う
し
て
も
見
た
い

と
言
う
方
は
、
お
願
い
す
れ
ば
見
学

す
る
こ
と
も
可
能
で
は
。

二コ

検診を受けて明るい家庭っくり

のな
④ 月号

みん

， 
v 

c • • 
来

日英町

末広町

開T)

王i)

束)

~~ç (末広阿)

If.u 道子(金

丘)~川上布l行(神

英治(末広町)ニ村上

俊淳(栄

自画おくやみもう Lあげます

来

} 11 

事E

八幡町69描t2月11日ヨト野勝J長男)( ，勾2 fl13日

刊
介

刊
佑

た
大
山
彦

げ一

ψ

矢
島
汁笹
川
閥
抗
川
予
弥
刊
祐

M
M

岨
山
圭
川
町酬

叫
眺
H

雅

川↓
抑
制
裕

叫
草
川
佑

r啓 五一

開1

古

I"T 

(14) 

思中

八

開T)

真澄(白

幸代(八

美干ヰ(北楠山)

町) ~北見

八

種

稲

タト山骨

卒中

住

旭66歳3月22日かづ.e.ぬ中末 広 町2男)(I~，之3月 2日上回

項 目 出ていただ〈方 実施する日 時 間 対阜地区 実施会場 備 考

① 
手L児相談

11: 1主6、 9 ヶ)J ~é. 3 11附
受付時 ):11

全地 l耳 町民センタ 保健指導
(舷乳食講岐) 9 :30-10:00 

般相1，:~ 1': fI 民 7 IIlfll 
10:00-15:00 " 主人前祉センター 他成相談、保健mi，県

" " 141111羽 " 111"[ l(センター " H 

② 

" " 2111U1I " 主人福祉センター " H 

" " 2811伺) " 町民センタ " " ， 

③ 
妊削剥1J~ !f: k;tl グ〉 方 8 11伏)

受 付時間
" " 

検版、血液検査、 -(-，苫、14ドE測瓦
(1社主見学級) 12:45-14:00 診察、保健栄華指持.tli科1tTi且

打児品川53 1I ~é. " 身体;11測、保制!指導ケ 9 :30-10帥 " " 
@ JO日同

身体計 測、保健{:Ti.件、医師による
乳児飽よま 4. 7. 10 、 12 ヶ II~ι " 

12:30-13:00 " " 診僚.ili料m，q.神経 J

ポリ オ 3ヶ11以上24ヶ日児 160f柑 " 1!ifJ:iJ也l亙 6週間以上町UH隔で 2[lil被料、
12:50-13:00 " 

⑤ 17日併。 f' )也 l主 []J 保 ~N Fん" " 13: 10-13:20 " 

18日七拍 " L )也 11':相川小 F 校" " 12:50-13:00 " 

y l瓦 今小 1 2 "1一生 21日UII 1l:15-12:1O ノト 今金 小 平 校 11田技研

⑥ 

" /-;-Ijl 1 2年生 22日ω IO:SQ-ll:40 ノ弘、 ノト 金 ql q:校 " 

B C G 今小 l 2 ~生 2311同 1 t:l5-12: 10 ぷ入 ノト金小学 校 ツ反検72の除目的li
⑦ 

今 Ijl 1 2 .íl~ '1:: 2'11]併d 10:50-11:40 ノJ、 今 f在 中学校 " 

⑧ 位脱健診 2ヶfIと25日以 tの乳児 2<1日同。 13:00-14:00 全 地 区 今金保健所 コ関節X線写真

⑨ 3蔵児健診
3雌 2ヶ1I児

25日働
9 :30-印 刷

" 町民セノタ
身体計測、診療、 tli料相持、 保健

-3哉5ヶ月児 13:00-15:00 指導、栄養指導

京24日(木) 献 血 )::今月から新しい年度になります.町では町民の ¥ 

役場前 9 : 00 -14 : 00 農協横14:15-15:∞ 方々のホ健康で明るい家庭づくり山を願い、各種

採1111のnIjに医師が検診いたします。 1回200m!の献 の保健衛生事業を計画実施いたしますので初続的

血はあなたの健康にさしっかえありませんのでご に受けましょう。

協力をお闘いいたします。
/ ¥ 

o 楠山 1 北悶粂干@教育文 業 。 3月 @ 。施の年うるくの をく
協青1 '，Il: 1li 2 凶 o派 、段派女 i前応 4 応 しがのか こり 1m • り 1m

o J;T;支 2 i;J 5 6 量 土 林 遺 20募 n募て、希 L と に発 ア に発
カ年綿内 ofr 1 道丁 o期 化 本 ホ 職 融資 15 期い困望を そは自途ジ 72一途

1 総 1 支剖i日札問 、建産種 以格日間る際 うで分上ア 年上 隊 j毎
2 3 ~広A先県 6 、帆 ス築 」ニ dtドT 協かしさの国 の国

員外1 9:l*6_1:1i1市 二 ポ、加 5 ブJ なたな技のア 仙の

5 5 IA 6 屯際央中年 I f*工 35 }j 海 Z業H え意い術新フ 相s剖f の
- 1 骨:l 1 fiti協z:7ElJE 11Il ツ世F冒tt 

歳 31 外 て f.kもをしリ i内し 募
ま 2 外係渉 o 区北 保

ま 日 協聞くあの役いカ ない

で I JI. 生守保 てー 力のれるだ立国主
参加 国づ 集

11"， 1 -Y; 1 、 グヲ 隊。;J<る 71 ろてつ'ど了

仁二

長男)

長女)

3女 )

2 .J}) 

(英敏

(正幸

( 1，，~ 

(健二

固いつまでもお Lあわせに

3月 5日

3月 6日

3月 4日

3月 5日

じ司
z
悟

、衣

裳

日
浩

u悦
a
其

友
沢ケ久

岡本

日坂ヲ1

一入

令母吟。住民の動態

2月末現税

12月声サ上lニ

8，538 (ー 1) 

4，137 (+3) 

4，401 (- 4) 

2，579 (+ 4) 

人 11

9i 
女

i止，liF数

令やや

栄子 (南

雪江(緑

書~O 二日置正司(稲

浩美(北楠山) ~相川

勝司{白

久保聞紙二(南栄町)~和田

石)~柳}J I

F本

平山

lJl宮

1五，iii

11J本

E官世f

y. 
ys 

U
刷

U
月

u
m
u
m
%

~~ 

迎i

金 j点

ノL申帯同]

事告

八

八

日

長男)

長男)

2 ~j ) 

2男)

K:Iおたんじようおめでとう

(安夫

(lilt史

(向車己

(義f!iJ

(竿t

1 FJ 2日

1月13日

1 }'J 20日

1月 l日

近藤

金[[f

上野

」ニ ir~

84歳

71歳

85歳

1月11日

2月 2日

2月 6日

士
日

美

官i

義

恭三郎

iR 

合
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権

誕

'
1

-n
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メく相1111]
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金
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1 ~J 31日
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南
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消
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出・守主ヲl'
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l古j
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長男)

長女)

長男)
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み
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寝
e
樹

申
付
利

w
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国民健康保険加入者のみなさまヘ

|4月 1日から変わる E

(低所得者は 3万円)合は、合'tf.して 5万 4千円医療費値上げ平均2.3%アップ・実質0.7%

を超えた分は全額、後から払いもどきれます。一医療費が上がります

一年 4回以上の世時一4月 1日から医療費2.3%引き上げられます。同

4回以上町高額療養費の1年nnに同一世幣で、11奇に国民健康保険で使われる薬代や治療材料費が

4回目からは自己負担額が3

万円(低所得者は 2万 1千円)を超えた額が払い

もどきれます。

支給があった341合、医療'1'1に換算して、1.6%引き下げられますので、

災f~o . 7%の引き上げとなります。

高額療養費自己負担引 きょげ5万 1千円時 5万• • 

暇
こ
そ
人
生
の

充
実
時
間

どう使う18万3250時

一長期療養を要する病気4千円

コ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
ガ
近
づ
い
て
き
ま
し
だ
。
と
こ

ろ
で
、
余
暇
L

は
余
つ
だ
暇
と
書
き
ま
す
。
は
た
し
て
、
何

か
ら
余
っ
た
暇
な
の
で
し
ょ
う
。
高
度
成
長
時
代
、
仕
事

ガ
第
一
の
価
値
だ
っ
た
こ
ろ
、
余
暇
は
仕
事
を
し
た
あ
と

の
H
余
り
も
の
H

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
ガ
最
近
の

余
暇
時
間
の
僧
加
に
よ
り
、
余
暇
は

H
余
り
も
の
'
ど
こ

ろ
か
、
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
よ

う
で
す
。
さ
て
、

一
生
の
う
ち
巳
い
っ
た
い
と
れ
く
ら
い

余
暇
時
間
ガ
あ
る
と
お
思
い
で
す
か
。
十
五
歳
か
ら
平
問

寿
命
(
男
約
九
歳
、
女
約

m歳
)
ま
で
の
余
暇
時
間
は
、

男
女
平
閲
す
る
と
十
八
万
三
干
二
百
五
十
時
間
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

仕
事
の

M

余
り
も
の
d

か
ら
、
重
要
な
時
間
へ
と
変
化

す
る
余
暇
時
間
|

|
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
は
余
暇
を
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
、
ど
の
よ
う
な
使
い
方
を
し
て
い
る
の
か
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

高額な治療を長期間うけなければならない病気

(血友病と人工透析が必要な慢性じん不全)につ

高額療養費の自己負担額が引 き上げりれます

医療費の自己負担額が 定額以上になった場合、

l万円を超いては、高額療養費の支給対象額は、国保からその超えた分のお金が払いもどされる制

える者TIとなります。その自己f¥J正(高級療養'1'1制度)がありますが、

この場合、 IIIJ窓口で 「特定疾病療養受旅証」の担の限度額が4f!から5万 4千円に変わ ります。

月 1万交付を受けて、病院の窓口で提示すると、

円の支払いですみます。

);，. 6/Lヱj m室
外来 オ月400円ー←一一←一一一~1 月 1.000円
入院・ 7 日300円 (2ヵ月限度) ー~1 日500円〈限度怠し)

1千円)以上の医療費の支払いが 2回以上ある場

0faD0GoOe 
老人保健制度・一部負担の改定

今年は、昭和58年2月に実施された老人保

健制度の全面的見直 Lの年にあたりますが、

一部負担の改定案が次のようになっています。

- 1ヵ月 3万円以上が 2回以上の場合

一つの世帯?で 1ヵ月に3Ji阿(低所得者は 2万
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コ
ロ
寝
か
ら
活
動
的
な
利
用
ヘ

T
l夕

日
本
人
の
暮
ら
し
方
に
関
す
る
価

値
観
を
み
る
と
「
趣
味
に
あ

っ
た

暮
ら
し
ヘ
「
の
ん
き
に
暮
ら
す
」

と
答
え
た
人
の
合
計
が
五

O
%
を

超
え
た
。
ま
た
、
「
今
後
の
生
活
の

力
点
を
ど
ニ
に
お
く
か
」
と
い
う

質
問
に
対
し
て
「
レ
ジ
ャ
ー
・
余

暇
生
活
」
を
あ
げ
る
人
が
徐
々
に

増
え
て
い
る
。
昭
和
五
+
三
年
に

「
食
生
活
」
を
上
回
り
、
五
十
八

年
に
は
そ
れ
ま
で
一
位
の
座
を
守

り
続
け
て
い
た

「住
生
活
」
を
も

抜
き
ト
ン
プ
に
お
ど
り
出
た
。

《
資
料

文
部
省
統
計
数
理
研
究
所

「
日
本
人
の
圏
民
性
」
昭
和
五
十
九

年
十
一
月
、
総
理
府
「
国
民
生
活
に
関

す
る
世
論
調
査
」
昭
和
六
十
年
五
月
v

余
暇
は
口
市
生
活
の
中
で
、

一
寄

力
を
入
れ
る
分
野
と
な
っ
た
わ
け
で

す
が
‘
は
た
し
て
と
の
よ
う
な
使
わ

れ
万
の
変
化
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ

・吋，

A
M

。
抗
近
の
余
暇
時
間
の
過
ご
し
方
は
、

昭
和
一一一
↓
年
代
に
い
わ
れ
た
。

一
億

総
レ
シ
ャ

1
時
代
。
と
は
出
世
き
が
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
画

一
的
な
余

暇
活
動
か

ら
白
分
の
必
昧
や
趣
向
に

A
H

っ
た
ニ
と
を
す
る
例
性
的
な
活

動
を
す
る
人
が
哨
え
た
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
年
代
別
に
大
勢
を
占
め
て

い
た
余
暇
時
間
の
使
い
五
と
変
化
を

凡
て
み
ま
し
ょ
う
。

E
休
息
・
ス
ト
レ
ス
解
消
型

置

ゴ

ロ

寝

で

テ

レ

ビ

を

見

る

ぷ
昨
日
は
ゴ
ロ
寂
し
て
テ
レ
ビ

を
見
る
の
が
品
。
品
。

|

|
こ
の
よ
う

に
考
え
行
動
す
る
の
が
休
息
・
ス
ト

レ
ス
解
消
出
で
す
。

仕
事
が
生
寸
前
の
中
心
て
、
余
暇
時

間
に
仕
事
の
彼
れ
を
い
、
や
し
、
ス
ト

レ
ス
を
解
消
さ
せ
る
の
を

U
的
と
し

て
い
る
タ
イ
プ
で
す
。

昭
和
四
十
年
代
に
は
百
人
の
う
ち

七
十
八
人
が
こ
の
よ
う
な
余
暇
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

五
1
じ
年
に
な
る
と
四
十
五
人
へ
と

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

E
生
活
向
上
・
自
己
投
資
型

置
横
田
加
的
な
利
用
ガ
纏
え
る

余
暇
時
間
を
仕
事
と
完
全
に
切
り

離
し
、
自
由
に
使
お
う
と
す
る
タ
イ

プ
。
使
い
方
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
平
体

掠
な
ど
で
健
康
増
進
を
凶

っ
た
り、

一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
今国会に揖出されている r老人保憧法帯由正富J のなかに、憧融

制(料)滞納者に対して医揮輯付を差し止めるという内容がもりこま

れています。 ニれは、資産があるのに納めなかったり、脱樽を揖り

返しでも制的ないという、悪質な悔蹟祖{料)の滞納者に対 Lて、 f呆

蹟柾の返還を2支出、一時的に桔付を差 L止めるなどの、ある種の制

限を加えることが横肘されています。

国悔財政が厳しい状況であるということと、国時制度は加入者全

員が保険制(料)を納める 二とが前提で、大部分の人が樺瞳祖(料)を

納めているのに、納めないで医樺輯付を畳けるのは不公平であると

いうのが主な理由です。

〕6
 

1
 

〔

日
陥
太
工
、
手
芸
な
ど
で
趣
味
の
幅

を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
か

0
0
の
た

め
に
使
う
仰
と
い
う
よ
う
に
‘
余
暇

を
有
効
に
利
用
し
よ
う
と
い
う
意
識

を
持

っ
て
い
ま
す
。

丘
十
年
代
前
中

の
代
表
的
な
余
暇
時
間
の
利
用
の
し

か
た
で
.
現
在
も
さ
か
ん
で
す
。

調
-
-
楽
し
み
追
求
型

開
翠
充
実
し
た

四

回

・

サ

ー

ビ

ス

を

望

む

五
十
年
代
も
後
半
に
な
る
と
‘
健

康
精
進
に
し
て
も
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
バ

ン
ツ

一
枚
で
で
き
る
シ
ョ
ギ
ン
グ
で

は
な
〈
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
岨
い
‘

よ
り
充
実
し
た
余
暇
を
過
ご
す
タ
イ

プ
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
休

日
に
家
侠
全
以
で
レ
ス
ト
ラ
ン
な

E

に
行
き
‘
家
庭
で
は
味
わ
え
な
い
専

門
応
の
昧
を
楽
し
む
と
い

っ
た
タ
イ

プ
b
、
楽
し
み
追
求
刑L
に
合
ま
れ
ま

す
。

( 17) 

レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
み
、
余
暇
時
聞

を
有
効
に
使
う
生
活
向
上
型
・
自
己

投
資
型
や
楽
し
み
追
求
型
は
昭
和
五

十
年
以
降
地
え
は
じ
め
、
昭
和
四
十

五
年
に
「
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
」
と

答
え
た
人
は
百
人
の
う
ち

1
五
人
だ

っ
た
の
に
.
五
十
ヒ
年
に
は
二

・
四

倍
の
三
十
六
人
に
な

っ
て
い
ま
す
。

余
暇
が
生
活
の
中
心
と
な
り
、
使

い
方
も
、
休
息
志
向
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
人
が
個
性
的
、
積
極
的
に
使
い
始

め
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。



楽
し
か
っ
た
小
学
校
生
活
も
終
わ
っ

て
、
き
み
た
ち
は
こ
の
春
か
ら
中
学
生

だ
。
勉
強
に
つ
い
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
、

友
だ
ち
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
ク
ラ
ブ

活
動
は
、
い
じ
め
は
。
と
、
き
っ
と

不
安
怠
気
持
ち
に
怠
る
こ
と
も
あ
る
だ

ろ
う
ね
。

だ
け
ど
、
山
配
怠
の
は
だ
れ
で
も
同

じ
。
き
み
の
友
だ
ち
も
、
先
輩
も
、
そ

れ
巳
お
父
さ
ん
だ
っ
て
、
み
ん
な
中
学

生
に
な
る
前
は
、
山
臓
が
ド
キ
ド
キ
し

た
は
ず
さ
。
さ
あ
、
夢
と
希
望
を
も
っ

て
、
元
気
に
中
学
校
生
活
を
始
め
よ
う

じ
ゃ
な
い
か
。

府ヲクヲク

中学一年生

みんな

新

幼
稚
闘
で
お
弁
当
の
時
間
に
な

り
ま
し
た
。
み
ん
な
な
か
よ
く
弁

当
を
聞
き
ま
し
た
。
と
な
り
同
士

の
チ
の
中
身
が
同
じ
で
す
。
お
も

し
ろ
が
っ
て
比
べ
て
み
る
と
、
ひ

と
つ
も
迅

っ
た
も
の
が
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
ど
も
が
ん
唯
卯
気
に
先
生
に

報
作
し
ま
す
。

「
ぼ
く
の
お

ベ
ん
と
う
キ
ク
ち

ゃ
ん
の
と
ぜ
ん
よ
お
な
じ
y

」

先
生
は
し
か
た
な
く
、

「
そ
れ
は
よ
か

っ
た
わ
ネ
」

と
笑
っ
て
こ
た
え
ま
し
た
が
、
こ

れ
が
偶
然
の
一
致
な
ん
か
で
は
な

い
こ
と
は
よ
く
ご
存
じ
で
す
。

弁
当
尽
き
ん
で
詰
め
て
も
ら
っ

て
き
た
の
で
す
。
さ
す
が
に
お
底

的
答
絡
で
は
気
が
ひ
け
る
の
で
し

ょ
う
。

こ
ど
も
の
弁
当
桁
を
も
っ

て
い
っ
て
、
そ
れ
に
入
れ
て
も
ら

い
ま
す
。
い
か
に
も
う
ち
で
伴

っ

た
よ
う
な
加
を
し
て
こ
ど
も
に
も

た
せ
ま
す
。

勉

強

ク
ラ
ブ
活
動

き
み
は
ク
ラ
フ
に
何
を
求
め
る
?

き
み
た
ち
は
、
ど
の
ク
ラ
ブ
に
入
参
加
し
た
ら
、
自
分
な
切
の
目
標
を

る
か
、
も
う
決
め
た
か
な
?
立
て
て
が
ん
ば
る
こ
と
だ
ね
。

三
年

中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
先
輩
、
聞
や
り
と
お
せ
ば
.
し
ら
な
い
う
ち

後
輩
の
け
じ
め
が
は
っ
き
り
し
て
い
に
積
極
性
や
忍
耐
力
が
身
に
つ
く
し
、

る
け
れ
ど
、
そ
の
中
で
い
ろ
し
み
な
仲
間
と
の
友
情
も
生
ま
れ
て
〈
る
だ

勉
強
を
し
て
も
ら
い
た
い
な
。

ろ
う
し
ね
。

と
に
か
く
、
ク
ラ
ブ
活
動
に

一
度

予
習
と
復
習
で
試
験
も
へ
っ
ち
ゃ
ら
f

き
み
た
ち
も
知
っ
て
い
る
と
お
り
、

中
学
校
の
授
業
は
砂
教
科
担
任
e

に

な
る
。
科
日
ご
と
に
先
生
が
ち
が

F

フ

わ
け
だ
。

一
附
間
ず
つ
‘
べ

つ
の
先
生
の
頗

を
凡
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
楽
し
い

し
、
何
よ
り
も
た
く
さ
ん
の
先
生
の

考
え
方
に
接
す
る
-
』
と
が
で
き
る
と

い
う
の
は
、
若
い
き
み
た
ち
に
'とつ

• • 
-Yか
内

/

お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授

附

属

幼

稚

園

園

長
外
IlJ 

滋
比
古

幼
税
聞
で

い
れ
も
の
は
違
っ
て
も

中
は
同
じ
と
い
う
弁
当
が
噌
え
た
の

は
こ
こ
数
年
の
こ
と
で
す
。
先
生
た

ち
は
闘

っ
た
手
抜
き
だ
と
思
い
な
が

ら
も
な
か
な
か
‘
お
母
さ
ん
に
注
立

し
か
ね
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
の
昧

そ
れ
と
い
う
の
も
、
い
ま
は
闘
児

が
足
り
な
い
で
ど
こ
の
幼
稚
凶
も
困

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
お
母
さ
ん
の

ご
き
げ
ん
を
損
じ
て
こ
ど
も
を
よ
そ

へ
移
さ
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
と
心

配
し
て
、

コ
同
う
べ
き
こ
と
も
述
成
し

て
い
る
の
で
す
。

お
母
さ
ん
の
万
で
は
そ
の
足
も
と

を
凡
て
、
幼
叫
仲
間
に
給
食
を
し
て
く

れ
と
注
文
を

つ
け
ま
す
。
そ
れ
で
給

食
を
始
め
た
と
こ
ろ
が
あ
ち
こ
ち
に

あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
.

ど
う
も
お
母
さ
ん
方
は
‘

お
弁
当

て
た
い
へ
ん
参
考
に
な
る
と
思
う
ね
。

そ
れ
か
ら
、

中
，V
校
に
は

「中
間

試
験
」
「
則
末
試
験
」
と
L

っ
て
、
試

験
が
ま
と
ま

っ
て
あ
る
什
れ

E
、
そ

の
日
，
川
に
な

っ
て
か

b
、
あ
わ
て
て

勉
強
し
て
も
レ
い
成
制
は
取
れ
な
い

か
も
ね
。
中
学
生
に
な
っ

た
ら
、
そ

の
H
の
山
世
間
と
こ
れ
か

ら
の
子
間
を

毎
日
や
る

こ
と
が
大
切
な
ん
だ
。

づ
く
り
が
お
き
ら

い
の
よ
う
で
す
。

干
聞
が
か
か

っ
て
耐
倒
、
ほ
か
の

ιz
の
弁
吋
と
比
べ
て
凡
劣
り
し
た

ら
い
や
‘
な
ど

m山
は
さ
ま
ざ
ま

で
も
、
と
に
か
く
作
り
た
く
な
い

と
思
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
が
多
い

よ
う
で
す
。

母
と
千
の
つ
な
が
り
は
ま
ず
、

授
礼
で
す
が
、
す
こ
し
大
き
く
な

っ
た
ら
、
お
母
さ
ん
の
手
作
り
の

家
庭
料
理
が
も
の
い
わ
ぬ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
綱
に
な
り
ま
す
.

大
人
に
な

っ
て
か
ら
も
、

n
お
ふ

く
ろ
の
峠
e

を
な
つ
か
し
が
る
の

は
そ
の
た
め
。
い
ま
の
子
に

w
お

ふ
く
ろ
の
時
“
は
で
き
る
の
で
し

ょ
、
っ
か
。

日、「

‘ 

友
だ
ち
づ
き
あ
い

一
生
の
友
を
見
つ
け
ち
ゃ
お
う

中
学
生
に
な
る
と
、
勉
強
も
ク
ラ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
不
安
に
な

っ
て

プ
活
動
も
き
び
し
〈
な
る
け

E
、
そ
る
き
み
。

臼
分
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
、

れ
を

一
緒
に
が
ん
ば
り
と
お
し
た
友

み
ん
な
と
う
ま
く
レ
か
な
い
の
か
考

だ
ち
と
の
友
情
は
.
そ
れ
だ
け

強

レ

え

て
み
よ
う
。
参
考
ま
で
に
、
友
だ

と
い
え
る
ん
だ
。
中

学

時

代

の

友

だ

ち

t
仲
よ
く
す
る
た
め
の
誌
な
山
を

ち
が
、

一
q
の
親
友
に
な
る
場
合
が
教
え
る
か
ら
し

っ
か
り
お
ぼ
え
て
ね
。

多
い
の
も
そ
の
た
め
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
・
竪
や
服
装
を
清
潔
に
す
る

う
か
。

・
自
分
の
考
え
を
は
っ
き
り
言
う

と
こ
ろ
で
‘
「
レ
じ
め
」
が
テ
レ
・
友
だ
ち
づ
き
あ
い
を
大
切
巳
し
、

ピ
や
新
聞
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
げ

態
度
を
明
る
く
す
る

ど
、
き
み
た
ち
の
学
校
か
ら
は
、
ぜ
・
ウ
ソ
を
つ
か
な
い

っ
た
い
「
い
じ
め
」
を
な
く
し
て
は
・
約
束
を
守
る

し
い
な
。
そ
り
ゃ
あ
‘
ク
ラ
ス
の
中
・
自
ま
ん
し
た
り
、
い
い
気
に
な
っ

に
は
、

E
う
し
て
も
川
町
き
に
な
れ
な
だ
り
し
怠
い

い
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
げ
と
、
-
さ
さ
い
怠
け
ん
か
は
し
怠
い

そ
れ
を
き
み
た
ち
が
い
じ
め
る
怖
利

中
学
生
に
な
る

っ
て
こ
と
は
、

子

は
ど
こ
に
も
な
い
。

ど
も
か
ら
大
人
に

一
歩
近
づ
い
た
、

そ
れ
か
ら
、
自
分
は
い
じ
め
ら
れ

っ
て
こ
と
な
ん
だ
。

• • 「
街

角

の

話

題

」

コアン」

ガ
サ
イ
ロ
巴
無
断
入
居

3
月
6
日
「
私
の
所
内
サ
イ

ロ
に
変
な
動
物
が

2
匹
い
る
。

兄
に
き
て
く
れ
な
い
か
日
と
、

字
鈴
同
白
山

実
さ
ん
か
ら
屯

活
連
絡
が
役
場
に
入
り
ま
し
た
。

九
獣
保
護
の
こ
と
も
あ
る
の

で
早
速
担
当
係
と

一
緒
に
凡
に

行
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
「
テ
ン
」

イ
タ
チ
科
の
保
護
動
物
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

こ
の
二
匹
は
、
夫
姉
な
の
か
‘

親
子
で
あ
る
の

か
判
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
大
き
い
方
の
一
匹

は
三
本
足
、
ト
ラ
パ
サ
ミ
か
何

か
前
片
足
を
失
な
っ
た
の
で
し

ょ
う
、
痛
痛
し
い
あ
り
さ
ま
で

し
た
。白

山
さ
ん
は
、
「
テ
ン
で
す

か
、
あ
ま
り
兄
た
こ
と
が
な
い

ね
。
特
に
三
本
足
の
テ
ン
は
ね

。
』
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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離職電電"，iê~~ J!繍畏S12ク編
点を見ないで

前方を広く見ます。

(手のにぎり方)
グ1)"jプの中心

をにきリます。

(ひじ)
体の内閣IJに

しぼり気味

にします。

(頭)
へルメ y卜を

かぶります。

(肩)
力を抜きます。

(腰)
ハンドルを持

って体が番

安定する位置。

(ひざ)

内側に向ナ燃料タンクがあるもの

はタンクをかるくしめるよそXこしますL

(足)
つま先は前方にま

っすぐに Lます。

どこガいいのか、日はどこを見るか、ひじや

ひざの力の入れかたは など、注意する点

はたくさんあります。図で示し定点をもう

度確認して安全運駐在的ガけましよう。

正
し
い
姿
勢
で
安
全
運
転

バイクは小園りガきき、どこにでも行ける

などの便利さから、多くの人に利用されてい

ます。特に50ao以下のバイクは若者力らお年

寄りまで幅広く親しま杓、買い物やちょっと

しだ外出¢時、自転車代わりに使われていま

す。保有台数も毎年1∞万台近<増え続け、

全国で1.4∞万台〔昭和60年〕にも芯りぎし疋。

司時に、事故も多く発生していぎす。

そこで気をつけてい疋だきだいのガ、いく

ら自転車代わりにパイクを使っても、受通ル

んとパイク!こ乗るときの!山ガまえを忘れな

いH ということです。

まずは、乗車するときの姿勢について考え

てみぎしよう。

パイクに粟るときは、疋定なんと芯〈シ

トCすわるだけではいけません。躍の位置は

(20) 

発
行
/
北
海
道
合
金
町
役

ぴ

E
o
-
-番
編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


